
新避難施設整備事業
1,921万8千円

　南海トラフ巨大地震に備え、津波避
難困難地域である崎田地区と石波地
区に避難施設を建設する（平成 29 年
度実施設計、平成30 年度建設工事）。

1

串間市中心市街地
まちづくり事業
2億2,411万6千円

　道の駅整備に係る中心市街地ま
ちづくり実施計画策定および旧吉
松家周辺整備に係る市民広場整備
事業の設計業務などに要する経費。

2

簡易水道統合事業
１億2,656万9千円

　簡易水道を上水道事業へ統合する
必要があるため、その統合に要する経費。
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平成29年度当初予算の主 な事業をお知らせします
　
特 

集 

２

一般会計
歳出予算

一般会計
歳入予算

義務的経費：57億4,182万５千円（46.2%）
投資的経費：11億7,246万６千円（9.4%）
その他経費：55億570万９千円（44.4%）

人件費 
20億7,779万1千円
(16.7%)

市税
16億3,428万
2千円（13.2%）

分担金および負担金
１億761万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
１億4,800万円
（1.２%）

繰入金
５億2,365万2千円
（4.2%）

寄付金
10億円
（8.1%）

地方交付税
46億5,000万円
（37.4%）

国庫支出金
16億100万8千円
（12.9%）

県支出金
10億2,810万
5千円（8.3%）

市債
10億1,330万円
（8.2%）

その他
4億8,440万円
（3.９%）

その他
２億2,963万4千円
（1.8%）

扶助費
26億8,632万1千円
(21.6%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

普通建設
事業費

10億674万
6千円(8.1%)

災害復旧事業費
1億6,572万円(1.3%)

維持補修費
7,900万3千円
(0.7%)

補助費等
18億8,450万7千円
(15.2%)

繰出金
14億7,111万7千円
(11.8%)

その他
3億7,888万7千円
(3.1%)

物件費
16億9,219万5千円

(13.6%)

自主財源：36億4,318万7千円（29.4%）
依存財源：87億7,681万3千円（70.6%）

歳出
124億

2,000万円

歳入
124億

2,000万円

【自主財源と依存財源】
●�自主財源
　…36億4,318万7千円（29.4%）
　自主財源は、市税（住民税・固
定資産税など）や使用料、手数料
などの地方自治体が自主的に収入
しうる財源をいい、自主財源の割
合が高いほど、財政が安定してい
るといえます。

●�依存財源
　…87億7,681万3千円（70.6%）
　依存財源は、地方自治体の収入
の格差を少なくするために交付さ
れる地方交付税や国・県補助金な
どの財源をいいます。
　以上から、串間市においては、
依存財源の割合が70.6％であるた
め、国・県に頼った財源構造となっ
ています。

【義務的経費と投資的経費】
●�義務的経費
　…�57億4,182万５千円（46.2％）
　義務的経費は、人件費（職員給
与など）や扶助費（児童扶養手当・
生活保護費など）、公債費（借金の
返済）といった支出することが制
度的に義務付けられている経費を
いいます。
　人件費および公債費について
は、年々減少傾向にありますが、
扶助費については、社会保障の充
実化などから増加傾向にあります。

�投資的経費
　…11億7,246万6千円（9.4％）
　投資的経費は、道路などインフ
ラ整備や公共施設の新増設などに
要する経費をいいます。

■平成29年度当初予算の内訳（会計別）
（単位：千円，％、△は減）

会　計　名 平成29年度 平成28年度 伸 率
一般会計 12,420,000 11,800,000 5.3

特

別

会

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,663,875 3,795,057 △3.5
後期高齢者医療特別会計 699,706 641,185 9.1
簡易水道特別会計 261,088 574,040 △54.5
農業集落排水事業特別会計 49,436 40,093 23.3
公共下水道事業特別会計 103,605 128,382 △19.3
漁業集落排水事業特別会計 2,371 2,057 15.3
物品特別会計 194,800 138,100 41.1
介護保険特別会計（事業勘定） 2,660,335 2,574,076 3.4
市木診療所特別会計 52,760 52,309 0.9

病院事業会計（収益的支出および資本的支出） 2,187,276 2,139,390 2.2
水道事業会計（収益的支出および資本的支出） 622,216 625,444 △0.5

合　　　計 22,917,468 22,510,133 1.8

義務的経費：57億4,182万５千円（46.2%）
投資的経費：11億7,246万６千円（9.4%）
その他経費：55億570万９千円（44.4%）

人件費 
20億7,779万1千円
(16.7%)

市税
16億3,428万
2千円（13.2%）

分担金および負担金
１億761万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
１億4,800万円
（1.２%）

繰入金
５億2,365万2千円
（4.2%）

寄付金
10億円
（8.1%）

地方交付税
46億5,000万円
（37.4%）

国庫支出金
16億100万8千円
（12.9%）

県支出金
10億2,810万
5千円（8.3%）

市債
10億1,330万円
（8.2%）

その他
4億8,440万円
（3.９%）

その他
２億2,963万4千円
（1.8%）

扶助費
26億8,632万1千円
(21.6%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

公債費
9億7,771万3千円
(7.9%)

普通建設
事業費

10億674万
6千円(8.1%)

災害復旧事業費
1億6,572万円(1.3%)

維持補修費
7,900万3千円
(0.7%)

補助費等
18億8,450万7千円
(15.2%)

繰出金
14億7,111万7千円
(11.8%)

その他
3億7,888万7千円
(3.1%)

物件費
16億9,219万5千円

(13.6%)

自主財源：36億4,318万7千円（29.4%）
依存財源：87億7,681万3千円（70.6%）

歳出
124億

2,000万円

歳入
124億

2,000万円

その他の大型事業 重 点 施 策 事 業 な ど

くしま農畜産物
次世代オリジナル
ブランド創出事業

935万2千円
　くしまオリジナルブランド推
進協議会を中心に、串間市なら
ではの魅力ある農林水産物のオ
リジナルブランドを創出・推進
する。

1
きらり輝く！
若い農業者

就農促進事業
900万円

　営農に係る初期投資の軽減な
どを図るため、新規就農者や農
業後継者に対し、補助を行う（６
名）。

2
起業・既業支援

プロジェクト事業
1,000万円

　雇用の場の創出や商工業の
活性化を図るため、起業希望者
や事業拡大予定者に対し、補助
金を交付する。

10
肉用牛

産地維持対策
事業

750万円
　串間産の肥育素牛の導入に要
する経費の一部を補助する。

4
くしまdeスロー
ライフ推進事業

339万7千円
　都市部などからの移住促進を
図るため、①都市部での移住相
談会、セミナーにおけるＰＲ②
体験ツアー③空き家バンク活用
などを実施する。

9
全国和牛能力

共進会出品対策
事業

236万5千円
�　全国和牛能力共進会への出品
強化を図るため、協議会に補助
を行う。

3
新串間市ブロードバンド
未整備地域解消事業

1億9,800万円
　ブロードバンド未整備区域を
解消するため、整備事業者に補
助を行う。
　事業実施年度：平成 29 年度
～平成 30 年度（事業費総額：
３億5,000 千円）

11

※新は新規事業

新再造林強化
対策事業
600万円

　森林経営計画に基づく再造
林に要する経費の一部を補助す
る。

5
新青年漁業者・新規

就業者支援事業
450万円

　青年漁業者および新規漁業就
業者が行う事業に対し、補助を
行う（３名）。

6
新観光物産セールス・
プロモーション事業

1,500万円
　本市における観光・地場産業
振興の要となる串間市観光物産
協会の運営費を補助する。

13
新子ども発達

障がい支援事業
61万円

　５歳児健診、発達相談窓口の
設置により、発達障がいを持つ
子の早期発見・早期支援に繋い
でいく。

8
串間エコツーリズム

推進事業
752万1千円

　自然観光資源の保全と活用を
目指す「串間エコツーリズム」の
推進および国のエコツーリズム
認定による観光ブランド化を図る
ため、串間エコツーリズム推進協
議会の事務局運営を委託する。

12
子ども医療費

助成事業
6,500万円

　出生から中学卒業までの医療
費の全額を助成する（ただし、
食事代、保険診療外のものを除
く）。
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